
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 学力向上に向けた第１回校内授業研究会「第４学年・国語」を開催 ～ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泳ぐ楽しさを味わわせる中で泳力の向上を・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度も学校経営重点の一つに「学力向上」を挙げ、 

担任の指導力向上と日々の授業改善に努力していま

す。６月２５日（水）には、研究主任である田口教諭

が、国語科「一つの花」の提案授業を行いました。 

「なぜ『一つの花』という題名になったのか」という

課題に迫るために、子供たちは根拠となる文章を探し

互いの意見を繋ぎながら学習を進めました。 

村山教育事務所並びに河北町教育委員会の指導主

事から、基盤となる学級経営の素晴らしさや言語活動

の充実等を価値づけていただいたほか、右下のような

指導をいただきました。今後もご指導いただいたこと

を踏まえ、日々の授業改善に取り組んで行きます。 

 経営キーワード「言葉（言葉遣い・言語力）」・自立（自ら判断実践・協働的解決・新たな課題追究）」

 

繋 
令和７年度 学校便り 

Ｒ７．７．１４ 

ＮＯ  ９ 

校長 秋場 一憲 

学校教育目標「ふるさとを愛し、未来をしなやかに生き抜く谷地南部っ子の育成」 

「わかった・できた」という喜びを味わわせるために 

お互いの意見を交流 

【指導いただいた内容（骨子）】 

○本時で子供たちにつけたい最低限の力を明確に持

つと、授業がぶれない。 

○国語科では、課題を解決するために、常に叙述に目

を向けさせることが重要である。 

○どんな課題を子供たちに与えるか、そしてまとめを

どうするかをしっかりと吟味したい。 

○教師の問い返しのタイミングを検討したい。 

○次時に繋がる振り返りのさせ方を検討したい。 

授業後の研究会で活発な意見交換 

 ６月中旬から、各学年・学級とも本格的に水泳学習を進めています。水に抵抗を示す子供たちもいるので、

まずは水慣れと泳ぐ楽しさを味わわせることに力を入れ、その上で一人一人の力に応じて泳力を伸ばせるよう

努めています。キマイラの荒木さんご兄弟の力もお借りし、充実した学習を展開しています。 

１年輪くぐり 

２年バタ足練習 ３・４年ビート板練習 



第１回あいさつ運動を振り返って  ～ 保護者・地域の皆様のご協力の下で ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちに時間を自己管理する力を育むために 

 

 

 

 

 

 

 ６月２４日（火）と２５日（水）の２日間にわたって、南部地区青少年育成町民会議評議員・保護者・地域の

皆様方のご協力の下、第１回あいさつ運動を行いました。各地区の横断歩道付近や通学班の集合場所等に多くの

皆様に立っていただき、横断の誘導やあいさつの声がけなど、積極的に子供たちに関わってくださいました。 

 また、今年度より、あいさつ運動期間の子供たちの集合の仕方やあいさつ、登校の様子について気づいたこと

を保護者の皆様より学校にお知らせいただくこととしました。主な内容を下記にお知らせいたします。今後も学

校・家庭・地域がパートナーシップを強化し、谷地南部っ子の健全育成に努めていきたいと思います。 

 なお、クマの出没・目撃情報が頻発したことを受け、クマ鈴の携行や登校時の付き添い等にも多くの保護者の

皆様よりご協力いただいています。本当にありがとうございます。 

【保護者の皆様よりお知らせいただいた内容（抜粋）】 

 ○いつも班長さんが後ろの下学年の様子を確認しながら歩いてくれる班をよく目にします。谷地南部小の縦割

り班の良い関わりや年下の子の面倒を見てくれる優しい子が多く、素敵だなあと感じます。 

 ○列が乱れることなく、上級生が下級生を危険なく歩けるよう気を遣っている姿があり、良い班だと思いまし

た。あいさつも大声で返してくれ、朝から元気をもらいました。 

 ○１・２年生が相手の顔を見て元気にあいさつしていることが、見ていて印象が良かったです。班長さんが低 

学年のペースに合わせて歩いてくれていました。下校時、車道にはみ出して歩き、車が何台も避けて走行し 

ており危ないと感じました。 

 ○他の歩行者の妨げにならないように一列になって登校 

  したり、横断歩道で止まってくれた車に一礼したりし 

  ていく姿がとても良かったです。一方で、元気なあい 

  さつが少なかったように思うので、すれ違った町の人 

  達にも自分から元気に「おはようございます。」のあい 

  さつができるようになると良いなと思いました。親が 

  手本になって子供たちに示していくことも大切だと感 

  じました。 

 ○４グループの通学班に「おはよう。」の声がけをしま 

  したが、恥ずかしさや朝で元気がないのか、下を向 

  いたまま登校している子どもが多いなと感じました。 

お願い 今年度の学校・PTA・警察連絡協議会（７/２開催）で警察の方から、①交差点ではしっかりと止ま

って安全確認をすること、②自転車に乗る際にはヘルメットを着用すること、の２点を指導するよう依頼が

ありました。学校で指導しますので、各ご家庭でもお子さんとご確認くださるようお願いいたします。 

 ７月３日（木）に学校保健委員会を開催しました。最初に学校から今年度の体育・給食・保健指導の現況を報

告し、その後「子供たちが（メディアを含め）自分の時間を上手に自己管理できるように」をテーマに、学校・

家庭・地域でできることを協議しました。出されたご意見の骨子を下記にお知らせします。各ご家庭で参考に

し、今後の取組みにお役立ていただければ幸いです。 

【出されたご意見の抜粋】 

 ○親子でメディア使用のルール作りをしている。ルール 

  を破ったら、接続を切るなどを行う。 

 ○スマホの画面をテレビに映し、視聴する映像を家族で 

  共有するようにしている。 

○学校から帰ったら、まず宿題を済ませゲームなどをす 

  るよう繰り返し話している。 

 ○ゲームをする順番や時間などを兄弟で話し合わせ決め 

  させている。 

 ○「谷地南部っ子チャレンジ」を契機に、親子で話し合 

  い、できたことやがんばったことを共有する。 

 ○学校では、たくさん遊び運動させ、疲れて帰宅させる 

  ことで十分な睡眠に繋げるようにしていきたい。 
協議の様子 

横断歩道を安全に渡る 


